
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

                 
         平成２６年度 第４回合同会議を開催 

平成 27年 3月 23日（月）18:30～20:00（豊平区民センター） 

                  第 4回合同会議を開催いたしました。 

医療・介護関係者等、63名が参加されました。 

 

                                とよひら・りんく 会長 中島 茂夫                         

 

 

 

 

 

 

 

 

                                札幌市豊平区第 3 地域包支援センター 

千田 晃禎 所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                シルバーハイツ羊ヶ丘 1.2 番館 

                                 川中 誉代 施設長、佐藤 早智子 ケア課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会    平成 27年 3月 30日発行 第 27号 

 

 

 

合同会議（グループワーク）の様子 

 

平成２６年度「とよひら・りんく」の活動について 

 
 とよひら・りんくの今年度の活動について、中島会長より報告がありました。 

 平成 23 年度、設立から年度内 4 回の合同会議、看取り体制構築のための「終末期 

カリキュラム研修会」、今年度の厚生労働省「人生の最終段階における医療体制整備 

等事業」について報告がありました。 

【アンケートから】（一部） 

・あらためて、この会の取り組みや目標を理解できた。（医師） 

・平成 23 年度からの活動を振り返ることができて、良かった。（薬剤師） 

  

 

 

中島会長の報告の様子 

地域包括支援センターの活動と地域連携における課題について 

 

 地域包括支援センターの活動の中で感じられている地域連携の課題について、札幌 

市豊平区第 3 地域包括支援センターの千田所長に報告していただきました。 

 地域ケア会議の充実とこの会議への介護支援専門員の積極的な参加など、今後、 

この会として取り組まなければならない課題について提言してもらえました。 

【アンケート】（一部） 

・今後の医療-介護連携の見通しが聞けて良かった。（医療ソーシャルワーカー） 

・来年度、さらに取り組みを進めて欲しい内容だと思った。（介護支援専門員）  

 

 
千田所長の報告の様子 

看取り実践までの過程と新たな課題について 

 有料老人ホームシルバーハイツ羊ヶ丘 1.2 番館の川中施設長、佐藤ケア課長に、 

平成 25 年度から開始した看取り介護までの過程や現在抱えられている課題について、 

事例を交えながら、お話いただきました。 

【アンケート】（一部） 

・看取りの取り組みや悩み・不安がよく分かった。（医療機関看護師） 

・いろいろな苦労、不安などを知ることができた。（薬剤師） 

・自分たちの実践を振り返りながら、聞くことができた。（医療機関看護師） 

 

 

症例報告会の様子 



                  グループワークで今年度の活動の振り返り、来年度の活動について 

                  参加者で考えました。次年度の活動に活かしたいと思います。 

【平成 26年度の活動～良かったこと】－８０コメントあり 
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【平成 26年度の活動～良くなかったこと】－２３コメントあり 
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【平成 27年度の活動について】－７６コメントあり 
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次年度の活動スケジュールが決まりましたら、またご案内いたします。 

とよひら・りんく事務局 西岡病院 地域連携室 岡村・川村   ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/      

電 話 011-853-8322（平日 9－17 時）  メールアドレス：info@toyohiralink.jp 

グループワークについて 

「終末期（人生の最終段階）医療のガイドライン

が理解できた」「相談員研修会のロールプレイが

良かった」など今年度取り組んだ厚労省事業につ

いてと、「多職種の意見が聞けた」「グループワー

クは良い」など多職種連携、「感染症研修会は毎

年開催して欲しい」「倫理研修会で法的なことが

理解できた」などの研修会についての意見が多か

ったです。その他、症例検討会、看取りについて

の意見もいただきました。 

 

 「現場のスタッフがより参加して欲しい」「同

じ職種同士でもグループワークをしたい」「もっ

と多くの方に来てほしい」ケアマネジャーの出席

が…」など参加者に対する意見がもっとも多く、

その他、「他団体と共催」などの多職種連携につ

いての意見が多かったです。 

 「入院時、退院時といった場面での連携」「各

職種間の具体的な期待（要望）」といった多職種

連携について、「看取りの症例検討会の継続」「看

取りの家族支援」といった看取り体制について、

「感染症」「倫理」「嚥下評価」「薬剤」「相談員研

修の継続」など研修会についての意見が多かった

です。 

 その他、認知症の治療・ケアの方法、介護報酬

改定、他の団体・在宅医療連携拠点の取り組みの

紹介などの意見もありました。 

http://www.toyohiralink.jp/
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